































Influence of Role Experiences and Sharing Experiences
on the Efficacy of Psychodrama
Mariko ENOMOTO, Makiko SHIMATANI
 The influence of role experiences, and five types of sharing experiences during psycho-
drama: insight, emotional, sensory, intellectual, and looking on, on the efficacy of psychodra-
ma was investigated based on the role that was experienced. The roles included the protag-
onist, roles other than the protagonist, or the audience. We conducted a questionnaire 
survey with participants in psychodrama （N=104）. The results indicated the following: （1） 
The effects of self-acceptance were primarily related to experiencing the role of the protago-
nist. （2） The effects of sociability and spontaneity were especially related to experiencing 
roles other than the protagonist. （3） The effects of self-acceptance, which was increased by 


















































































































　2014 年 7 月上旬～11 月中旬に，心理劇グルー
プに参加した 120 名（全セッションにメンバーの
1 人として参加した調査実施者を除く）のうち，
回答のなかった 1 名を除いた調査協力者 119 名
（男性 40 名，女性 79 名）を対象に質問紙調査を
行った。協力の得られたグループは 10 で，その
うち 2 つは大学生・大学院生対象に大学で行われ







10.8 名）で，主役の人数は 1 名，4 名，10 名と



















































に不備のあった 15 名を除いた 104 名（男性 32
名，女性 72 名）で，平均年齢は 40.92 歳（SD = 















体験群（①④⑤⑦ N = 41），次に主役を体験して
おらず主役以外の役割を体験している人からなる
主役以外の役割体験群（②⑥ N = 52），そして観
客だけを体験した人からなる観客体験群（③ N 












したタイプである。洞察型は 17 名，情動型は 31
名，感覚型は 15 名，知性化型は 26 名，傍観型は





　心 理 劇 の 経 験 年 数 の 平 均 値 は 7.96（SD = 
10.43），各役割体験得点の平均値は主役体験 2.98
（SD = .61），主役以外の役割体験 2.94（SD = 
.46），観客体験 3.15（SD = .46），心理劇効果測定
役割体験とシェアリング体験の心理劇の効果への影響
5
尺度の変化量の平均値は，全体 .21（SD = .41），
愛他性 .08（SD = .61），社交性 .27（SD = .55），







た（r = .26, p < .10）。経験年数と主役体験得点
および観客体験得点との間には相関がみられな













てにおいて相関はみられなかった（全体 r = .12, 
n.s.；愛他性 r = .08, n.s.；社交性 r = .06, n.s.；











点が pre 得点よりも有意に高く（t （39） = 4.865, 
p < .001 ; t （39） = 4.676, p < .001 ; t （40） = 4.892, 
p < .001 ; t （40） = 5.225, p < .001）， 愛 他 性 の
post 得点が pre 得点よりも有意に高い傾向にあっ
た（t （40） = 1.810, p < .10）。主役以外の役割体
験群では心理劇効果測定尺度（全体），社交性，
自発性のpost得点がpre得点よりも有意に高かっ
た（t （51） = 2.728, p < .01 ; t （51） = 3.047, p < 
.01 ; t （51） = 2.926, p < .01）。観客体験群では自
発性のみ post 得点が pre 得点よりも有意に高い














に中程度の正の相関が示され（r = .44, p < .01；r 
= .50, p < .001；r = .59, p < .001），社交性との間
に弱い正の相関の傾向が示され（r = .30, p < 
.10），愛他性との間には相関はみられなかった（r 
= .－02, p > .10, n.s.）。主役以外の役割体験群で
は主役以外の役割体験得点と心理劇の効果（全
体），社交性，自発性との間に中程度の正の相関
が示され（r = .49, p < .001；r = .49, p < .001；r 
= .49, p < .001），愛他性との間に弱い正の相関が
示され（r = .34, p < .05），自己受容との間には





の間において相関はみられなかった（全体 r = 
.19；愛他性；r = －.22；社交性 r = .28；自己受













とした 1 要因の共分散分析を行った（表 2）。検
定の結果，心理劇の効果（全体）において群間差
に有意傾向がみられ（F （2, 99） = 2.99, p < .10, 
ηp
2 = .057），自己受容において有意な差が得られ











































































































































方の主効果が有意であった（F （1, 92） = 4.479, p 
< .05, ηp






無の主効果が有意であり（F （1, 93） = 7.039, p < 
.01, ηp
2 = .070），自発性では主役体験の有無の主
効果が有意傾向であった（F （1, 93） = 2.822, p < 
.10, ηp




プの主効果が有意であった（F （4, 93） = 4.594, 
p < .01, ηp
2 = .165：F （4, 92） = 5.902, p < .001, 
ηp











































































































































































































































































































































































































































































































































有 2 ＞ 4*

































上段：平均値，下段：標準偏差 シェアリング体験のタイプ　1 洞察型，2 情動型，3 感覚型，4 知性化型，5 傍観型





のタイプの主効果が有意であった（F （4, 93） = 
4.400, p < .01, ηp
2 = .159；F （4, 94） = 3.938, p < 
.01, ηp




























（F （4, 93） = 1.645, n.s.）。また，シェアリング体
験のタイプの情動型と傍観型における観客体験の
有無の単純主効果は有意傾向であったが（F （1, 
93） = 3.141, p < .10, ηp
2 = .033；F （1, 93） = 3.709, 
p < .10, ηp
2 = .038）， 洞察型， 感覚型， 知性化型に
おける観客体験の有無の単純主効果は有意でな
かった（F （1, 93） = 1.105, n.s.；F （1, 93） = 2.358, 
n.s.；F （1, 93） = .473, n.s.）。心理劇の効果（全
体），愛他性，社交性においてはシェアリング体
験のタイプの主効果が有意であった（F （4, 92） = 
3.693, p < .01, ηp
2 = .138；F （4, 93） = 3.724, p < 
.01, ηp
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